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諸   言 

 デング熱はミャンマーにおいて公衆衛生上、大きな問題となっている。デングウイ

ルスには 4つの血清型が存在し、ミャンマーにおいてはいずれの血清型も流行してい

るが、このうちデングウイルス３型(DENV３)は、近年、流行の拡大が確認されてい

る。デングウイルスの流行拡大要因はいまだに十分に明らかにはされていないが、血

清型および遺伝子型の入れ替わり、すなわちゲノタイプシフトが流行拡大に関与する

可能性が考えられている。本研究では、1,235 検体を用いてミャンマーにおけるデン

グウイルスの疫学調査（2017 年～2019 年）を行い、ミャンマー・ヤンゴン市で分離

した株を用いて、現地で流行している DENVの分子疫学解析を実施するとともに遺伝

子型の入れ替わりと DENV3の流行拡大の関連性を検証した。 
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対象と方法 

 ミャンマー、および日本国内において倫理審査の承認を得たのち、ミャンマーで

2017年～2019年の熱性患者から1,235検体を採取した。採取した検体をIgM捕捉ELISA

法、間接IgG-ELISA法によりデングウイルス特異的IgM, IgG抗体を測定するとともに、

C6/36細胞を用いウイルス分離を行った。ウイルス血症はFcγレセプター発現細胞に

て測定した。ウイルス遺伝子配列はキャピラリーおよび次世代シークエンサーにて解

析した。さらに、デングウイルスの遺伝子配列データを用いてEタンパク遺伝子領域

の系統樹を作成し、ミャンマー国内外で流行している1～4型ウイルスと比較検討を行

い、ミャンマー国内で流行するウイルスの遺伝子型および特徴を明らかにした。系統

樹解析はneighbor-joining法により解析を行い、各分離株におけるアミノ酸配列の解析

を行った。 

 

結   果 

1. ミャンマー・ヤンゴン市においては1～4型デングウイルスが同時に流行している。

DENV-3感染者は増加傾向にあり、2017年～2019年においては患者の23％であった。 

 

2. 本研究において分離したデングウイルス212株を用いて系統樹解析をしたところ、

ミャンマーDENV-3株は二つの異なるグループ、即ち、遺伝子型GIおよびGIIIに属

していた。 

 

3. DENV-3遺伝子型GIは2010年代に初めてミャンマー・ヤンゴン市で確認され、2017

年以降、DENV-3血清型の患者数が増加傾向にある。この遺伝子型の入れ替わりの

時期は、3型の流行拡大時期と一致していた。 

 

 

考   察  

 今回実施した分子疫学解析から、ミャンマー・ヤンゴン市において、2017 年に

DENV3 遺伝子型 I の出現がはじめて確認され、以降は遺伝子型 3 と同時に流行拡大

している。分子疫学解析から、バングラデシュ、シンガポール、インドネシアやマレ

ーシアで分離された株の配列と高い相同性を有することから、2010年代に東南アジア

等海外から DENV3 GI がミャンマーに侵入し、流行拡大したことが考えられる。GI

が急速に拡大した理由は今のところ不明であるが、GI および GIII 株間におけるウイ

ルス血症と症状に顕著な相違が認められなかったことから、ウイルス増殖能の差異お

よび中和エピトープの変異などの要因が考えられる。DENV3 GIの新規遺伝子型の侵

入に伴い、DENV3 の流行拡大が見られたことから、今後はこの現象の詳細な解析お

よび継続的なデングウイルス疫学調査が公衆衛生上、重要であると考えられる。 

 


